


花を、一輪。静かに、長く、暮らしに寄り添う。

flower vase HANAGATA
和歌山の町工場が手がける、重厚な金属の一輪挿し

手に取ると感じる重さと冷たさは、花と水をしっかり支えるためのもの。
どこに置くか。どんな花を挿すか。あるいは何も挿さずに置いておくか。
使い方を決めつけず、余白を残します。

金属は壊れにくく、形が変わりにくい。
花が枯れたあとも、この器はそこに残り、選んだ時間までも受け止めます。
静かに、長く、暮らしに寄り添う器。

心地よい重みと質感

手のひらに伝わる410ｇの重量感。
金属ならではの「重さ」と「冷たさ」が、
花と水をしっかりと支えます。

暮らしに余白を

どんな場所に置くか、どんな花を挿すか。
あるいは、あえて何も挿さずにオブジェとして。
使い手次第で表情が変わります。

商品の詳細は
こちらから
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